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1． 観測の場所と観測器械

　　観測地の名称：京都大学防災研究所槇峰地殻変動観測室

　　　　　所在地：宮崎県東臼杵郡北方村槇峰

　　　　　　　　　三菱金属鉱業株式会社槇峰鉱業所 2 坑内

　　　　　　位置：北緯 32° 37′

　　　　　　　　　東経 131° 27′

　　　　　　　　　海抜 130m

　　　　　　　　　地表下 165m

　　観測器械：インバール製水平振子型傾斜計 2 成分

2． 観測結果の概要

　　槇峰における土地傾動の観測は 1942 年 1 月に開始され、今日に及んでいるが、その間に採

　鉱の都合による観測室の移転、観測器械の変更等により、観測は数回中断された。第 1 図は、1

　958 年から 1966 年までの約 9 年間にわたる 2 方向の傾斜変化の連続記録の結果を示したもの

第　1　図
第　2　図

　であり、第 2 図はこれをベクトル化したものである。大勢とし

　て、槇峰の観測地点では約 9 年間に、地盤が南南西に約 40 ″

　傾斜したことになるが、地下深部では岩圧のため坑道そのも

　のが変形することが考えられるので、約 40 ″という傾斜量が

　そのままその地域一帯の土地変動を代表するものと考えること

　は危険である。大勢として南南西に傾斜しているほかに、日向

　灘の地震群による局部的な傾動が見られるが、日向灘地震群と

　槇峰の局部傾動との関係については、既に詳細に報告されてい

　るので（ 1，2 ）ここでは省略する。
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